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生徒：こんばんは～
先生：おう！！
今日は不定積分と定積分についてやります。
生徒：不定積分てなんですか？
先生：導関数がｆ（ｘ）に等しい関数をｆ（ｘ）の不定積分といい記号であら
　　　します。関数ｆ（ｘ）の不定積分は無限にあるんだけど、そのひとつをF(x)とする　　　
　　　とF’(x)=ｆ（ｘ）となり、すべての不定積分は＝F(x)＋C（Cは積分定数）で与えられます。ｆ（ｘ）の不定積分を求めることをｆ（ｘ）をｘについて積分するといいます。
生徒：積分定数のところが理解できません。
先生：は導関数がf（x）となる関数全体であるから、不定積分はただ一つの関数を表すものではありませんね？
　　　つまり不定積分は両辺の不定積分の集合が等しいこと、すなわち積分定数であるCを適当　　
　　　定めれば成り立つという意味だよ。
生徒：嗚呼！！そういうことか！！
　　　あと具体的な計算の仕方がわかりません。
先生：具体的にはｆ（ｘ）＝なら＝のようなものだよ。
生徒：完璧にわかりました。
　　　つまり公式は＋Cになるということですね？
先生：その通りです。ちなみにをｘについて積分するとどうなるかな？
生徒：+Cです。
先生：正解です。次に定積分についてやっていきます。
　　　定積分は関数ｆ（ｘ）の不定積分のひとつをF(x)とするとき、F(b)-F(a)を関数ｆ（ｘ）のaからbまでの定積分といい次のように書きます。
　　　==F(b)-F(a) 
      となります。
　　　ここでa.bをそれぞれ定積分の下端、上端といいます。
生徒：なるほど。不定積分に範囲をつけたものですね？
先生：そうなります。
　　　気を付けてほしいのは、定積分は積分の変数を表す文字xに無関係で
　　　==となることです。
生徒：わかりました。具体的にはどうやって計算すればいいんですか？
先生：では－4ｘ＋２）ｄｘを例にとってやってみましょう。	
　　　まず各項を積分してみましょう。
生徒：－＋＋Ｃでいいんですか？
先生：定積分の場合は積分定数のＣはいりませんよ！
生徒：嗚呼！！
　　　－＋　ですね。
先生：その通り。次に範囲は－1から2までなので、この値を代入して実際に計算してみましょう。
生徒：＝（8＋1）－2（4－1）＋2（2＋1）＝9－6＋6＝9です。
先生：そうです。このような手順で定積分は解いていきます。　
　　　では定積分に関する基本的な公式を紹介します。
（1） ＝0
（2） （ｋは定数）
（3） ＝－
（4） 
＊（4）は、ａ．ｂ．ｃの大小に関係なく成り立ちます。
生徒：わかりました。　
先生：Ｙ君（仮名）は優秀だね！では応用をやりましょう。
　　　偶関数と奇関数の定積分を学ぶことでさらに定積分を簡潔に解くことができます。
　　　少し難しいけど頑張りましょう。
（1） ｆ(ｘ)が偶関数[ｆ（－ｘ）＝ｆ（ｘ）]のとき
　　　　　＝2{ｆ(ｘ)のグラフはｙ軸に関して対称}
（2） ｆ(ｘ)が奇関数[ｆ（－ｘ）＝－ｆ（ｘ）]のとき
　＝０{ｆ(ｘ)のグラフは原点に関して対称}
　　　そして整式で表される関数は偶関数と奇数の和として表されます。　　
　　　こうなる理由は次の分野の積分と面積の関係性のところでやるので楽しみにしていてくだ　　　
　　　さい。
生徒：はい。
先生：次は定積分と不等式の関係について学びましょう。
(1) 区間[ａ．ｂ]でｆ(ｘ)≦ｇ(ｘ)ならば
　
　等号はｆ(ｘ)＝ｇ(ｘ)のときのみ成り立つ。
（2）≦（ａ＜ｂ）
（3）区間[ａ．ｂ]におけるｆ(ｘ)の最大値をＭ、最小値をｍとすると、
　　　　　ｍ(ｂ－ａ)≦　　
　　　この3種類です。理解できましたか？
生徒：（2）がどうしてそうなるのかわかりません
先生：－≦ｆ(ｘ)≦が成り立つのでａ＜ｂのとき
　　　－≦となり、
　　　≦となります。
生徒：なるほど。わかりました。
（3） も解説してください。
先生：(３)は、f(x)、g(x)がともに0のときに成り立つのは自明ですね。
　　　ｆ(x)がつねに0でないとすれば任意の実数ｔについて≧0
　　　ゆえにdx≧0
　　　つまりdx＋2t+≧0
　　　任意の実数ｔに対してこの不等式が常に成り立つための条件は、Ｄ≦0です。
生徒：わかりました。
　　　定積分と微分にもつながりがあるんですか？
先生：よく気付きましたね。
　　　定積分と微分にも以下のような関係があります。
(1) 　＝f(x)
(2) =f(a)
生徒：（１）の解説をお願いします。
先生：はい。
　　　F’(t)＝f(t)とすると
　　　===f(x)
      となります。
生徒：わかりました。
先生：じゃぁ、今日はここまでにします。
　　　お疲れさまでした。　
生徒：ありがとうございました。
先生：次回までしっかり復習してこいよ。
生徒：はーい！！さようなら。
先生：さようなら！！
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